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試掘調査

¶

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調査 期 間

面   積

調査担当者

飩鰤町に勝鞣 賤

佐久市大字新子田 1396… 1他

佐久市 (学校教育課)

学校改築

平成 6年 4月 1日

31,199ビ

三石 宗一

立地と経過

高師町遺跡群は、佐久市大字新子圏地籍に所在し、南北に縦走する田切り地形にはさまれた台

地上に位置し、標高705～ 710m付近を測る。本遺跡群内では昭和61年度に高師町遺跡の発掘調査

が行われ、平安時代と考えられる竪穴状遺構 1基、特殊遺構 2基の他、柱穴址・土坑・溝状遺構

等が検出されている。

今回、佐久市学校教育課により東中学校改築工事が計画されたため、遺構の存在を確認するこ

とを目的として試掘調査を実施した。

調査の結果

調査対象地内にA～ Hの 8本の試掘 トレンチを掘り下げて調査を行った。その結果、調査区西

側のF・ G・ Hト レンチにおいては、10～ 20cmの盛土 (I層 )直下にローム層が確認されたのに

対し、東佃1の A・ BoEト レンチ東端部及びC・ Dト レンチでは80～ 180cmの盛土が行われ、その

下に第Ⅱ層旧表土、第Ⅳ層黒色土層が確認され、   1摯

わずかではあるが第Ⅲ層砂層も認められた。従

って、本調査区内の1日状は西方から東方に向か

って傾斜し、調査区東側には谷部が存在するも

のと考えられ、校舎建築の際に斜面を切り崩し    1~

て盛土を行い、現在の平坦面が形成されている。

本遺跡内の遺構確認面は、第Ⅲ・Ⅳ層上面で

あるが、今回の調査では遺構 。遺物とも検出さ

れなかったため、試掘調査終了後工事が実施さ

れた。

I層  盛土

Ⅱ層 黒褐色土層
(10YR2/3)

旧表土

Ⅲ層 砂層

Ⅳ層 黒色土層
(10YR1 7/1)

V層  ローム層

高師田I遺跡群 2位置図 (1:10,000)
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高師町遺跡群 2土層柱状図



A

B

高師町遺跡群 2調査全体図 (1:1.250)

高師町遺跡群 2Aト レンチ (東方から) 高師町遺跡群 2Eト レンチ (東方から)
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試掘調査

2

枇杷坂遺跡群

上久保田向遺跡Ⅶ

所 在 地 佐久市大字岩村田字上久保田向

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

212-5 ・207-1

佐久市 (区画整理課 )

道路改良工事

平成 6年 4月 22日

458ピ

森泉かよ子

上久保田向遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓

の末端部に位置する。この地域は上信越自動車

道関係の発掘調査をはじめ佐久流通業務団地造

成事業、道路整備事業、その他民間開発等に伴

う大規模な発掘調査が継続して行われており、

本遺跡内においても平成元年

度から平成 5年度にかけて区

画整理事業・民間開発に伴う

上久保田向遺跡 I～ Ⅵの発掘

調査が実施されている。

今回、佐久市区画整理課に

よる道路改良事業が計画され

たため、試掘調査を行った。

調査の結果

調査区内にトレンチを設定

し遺構の確認を行ったところ、

竪穴住居址 2棟、溝状遺構 4

条が検出され、保護協議の結

果、発掘調査を実施すること

となった。

上久保田向遺跡Ⅶ位置図(1:10,000)

上久保田向遺跡Ⅶ調査地点近景 (北方から)

上久保田向遺跡Ⅶ調査全体図 (111,000)
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試掘調査

寺畑遺跡群

3 寺畑遺跡 I

所 在 地 佐久市大字猿久保字下原 591-1、 594他

開発主体者 佐久市 (都市計画課・土木課)

開発事業名 道路整備事業

調査 期 間 平成 6年 5月 6・ 7日

面   積 3,074ビ (都市計画課)、 330ぽ (土木課 )

調査担当者 上原 学

立地と経過

寺畑遺跡群寺畑遺跡 Iは佐久市大字猿久保字下原π所在し、遺跡の北側を流れる湯川の第 2段

丘面北端に位置する。標高は688mを 測る。今回、佐久市都市計画課・土木課による道路整備事

業が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査は幅1.5mの トレンチを南北方向に11本、東西方向に3本入れ遺構の確認を行った。その結

果、都市計画課事業用地内より竪穴住居l■ 2棟、溝状遺構 2条、土木課用地内より土坑 4基を確

認した。遺物は縄文時代の石器及び住居址確認面上から土師器 。須恵器が数点出土した。

試掘調査終了後保護協議を行い、都市計画課用地内は平成 6年度に発掘調査を実施し、土木課

用地内は平成 7年度に調査を行うこととなった。

寺畑遺跡 I位置図(1:10,000)

寺畑遺跡 I調査地点近景 (北方から) 寺畑遺跡 I遺構検出状況 (北方から)
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都市計画課

事業用地

寺畑遺跡 I調査全体図 (1:500)
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試掘調査

4

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

常田居屋敷遺跡群 2

佐久市大字塚原字屋敷

、 287-1288-1 ・ 8

竹花 忠雄

貸店舗建設

平成 6年 5月 9日

2,706m2

林 幸彦

立地と経過

常田居屋敷遺跡群は佐久市の南西隅に位置し標高は691mを測り、弥生時代後期から平安時代

の遺物が確認されている。また、群内には家地頭古墳群や大豆塚古墳群が存在する。

今回、竹花忠雄氏が貸店舗を建設することになり、水田であり遺跡の詳細が不明のため試掘調

査を実施した。

調査の結果

東西試掘 トレンチの西方および北方部分に塚原泥流が堆積し、他の大部分は木や葦 。蔑を含む

腐植質層が堆積する低湿地であった。腐植質層は表土下 lmか ら2.3mに わたってみられ、その下

部には浅間第一軽石

流の二次堆積が続 く。

土層断面を詳細に観

察したが、水田址等

は確認できなかった。

遺物は出土 しなか

った。調査終了後埋

土され、店舗が建設

された。

常田居屋敷遺跡群 2位置図(1:10,000)

常田居屋敷遺跡群 2ト レンチ (西方から)



I層   水田耕土

Ⅱ層  褐色土  (7 5YR4/6)

Ⅲ層  黒色土  (7.5YR2/1)

Ⅳ層  黒色土  (7 5YR2/1)

V層   黒色土  (7 5YR2/1)

Ⅵ層  黒褐色土  (7.5YR2/2)

Ⅶ層  黒色土  (75YR1 7/1)

Ⅷ層  褐灰色土  (7 5YR4/1)

Ⅸ層  褐灰色土  (75YRイ 1)

X層   極暗褐色土  (7 5YR2/3)

水田床上

砂 ・小礫を少量含む

腐食質層

少量の本を含む腐食質層

腐食質層

砂層

腐食質シル ト層

Plの 2次堆積、本を多量 に含む

常田居屋敷遺跡群 2土層柱状図

卜lI‖ 1■ 1■‖ ‖ ■1‖II‖ I「:司

常田居屋敷遺跡群 2調査全体図 (1:750)
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試掘調査

5 常田居屋敷遺跡群 3

所 在 地 佐久市大字塚原字長塚

334-1・ 3・ 4、 333-4、 1021-1・ 51也

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

株式会社アメック

宅地造成

平成 6年 6月 13日

2,600m2

上原 学

常田居屋敷遺跡群は、佐久市大字塚原に所在し、標高693m付近の比較的平坦な台地上に位置

する。この地域は多くの古墳が認められ、遺跡群内には家地頭古墳群 。大豆塚古墳群などが所在

する。昭和50年 には家地頭古墳群家地頭古墳 1号墳の調査が行われ、墳丘・主体部の構造・出土

遺物など詳細な報告がされている。また、本調査区東側には隣接して家地頭古墳 2号墳が認めら

れるため、古墳に付随する遺構の存在が予想された。

今回、株式会社アメックによる宅地造成工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するた

め試掘調査を行った。

調査の結果

調査は東西方向に6本のトレンチを入れ遺構の確認を行った。調査の結果、遺構 。遺物の確認

はできなかったため埋め戻しの後造成工事が実施された。

常田居屋敷遺跡群 3位置図 (1:10,000)

常田居屋敷遺跡群 3調査地点近景 (西方から)



常田居屋敷遣跡群 3調 査地点近景 (北方から )

常田居屋敷 i童 跡群 3調査全体図 (1:1.000)



試掘調査

6

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調査 期 間

面   積

調査担当者

宮の上遺跡群 2

佐久市大字根々井字芝宮

222-3、 223-1他

佐久市土地開発公社

宅地造成

平成 6年 6月 27・ 28日

2,704コピ

上原 学

立地と経過

宮の上遺跡群 2は、佐久市大字根々井字

芝宮に所在する。ここは、湯川の浸食作用

によって形成された比較的平坦な段丘面上

にあたり、標高は686mを 測る。

また、平成 4年度に同じく根々井芝宮遺跡

の調査が行われており、弥生時代の住居址

を数多く確認した。このため本地域におい

ても遺構の存在が予想された。

今回、佐久市土地開発公社によって宅地

造成が行われることとなり、遺構の有無を

確認するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査は東西方向に 5本のトレンチを設定

し、遺構の確認を行った。その結果、平安

時代の住居址 4棟 を確認し、検出面上から

土師器・須恵器片が数点出土した。このた

め、開発主体者と改めて協議を行い、住居

址 4棟については遺構検出面からlm内外

の埋土を行い、造成工事が実施された。

宮の上遺跡群 2位置図 (1:10,000)

宮の上遺跡群 2ト レンチ (東方から)

宮の上遺跡群 2ト レンチ (西方から)
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遺構名は仮称

宮の上遺跡群 2調査全体図(1:750)
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試掘調査

7

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

北西ノ久保遺跡 1

佐久市大字岩村田

字北西ノ久保 2364

学校法人 佐久学園

ゴルフ練習場建設

平成 6年 7月 1日

1,217nf

上原 学

立地と経過

北西ノ久保遺跡は、佐久市大字岩村田字北西ノ久

保に所在する。ここは湯川の右岸にあたり、岩村田

市街地南部から西へ l kmの 、南北にのびる台地上に

位置する。標高は685m付近を測る。この周辺は遺跡

の密集地帯で、一本柳遺跡群 。中西の久保遺跡など、

弥生時代中期～平安時代にいたる多くの遺構が調査

されている。

また、北西ノ久保遺跡は昭和57・ 60年の2回にわ

たる調査が行われており、弥生時代及び古墳時代等

の住居址、古墳の周溝が数多く確認され、埴輪 。土

器など多彩な遺物を出土した遺跡である。

今回、学校法人佐久学園によリゴルフ練習場の建

設が行われることとなり、遺構の破壊が予想される

部分について試掘調査を行った。

調査の結果

調査は東西方向にトレンチを1本入れ、遺構の確認

を行った。その結果、遺構の存在は認められなかった。

遺物は土師器片 2点が出土した。

調査終了後に埋め戻しを行い、工事が実施された。

北西ノ久保遺跡 1位置図 (1:10.ooo)

〃 =′
計
′
・・ て
、

北西ノ久保遺跡 1調査地点近景(東方から)

北西ノ久保遺跡 1ト レンチ (東方から)
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北西ノ久保遺跡 1ト レンチ (西方から)

⑥

′      :

北西ノ久保遺跡 1調査全体図 (1:500)
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試掘調査

8

蛇塚 B遺跡群

蛇塚 B遺跡Ⅲ

所 在 地 佐久市大字新子田

1906-3-6

開発主体者 寿住宅株式会社

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 6年 7月 4・ 7日

面   積 3,204ぽ

調査担当者 上原 学

立地と経過

蛇塚 B遺跡群は、佐久市大字新子田に所

在し、比較的平坦な台地上に位置する。標

高は705m付近を測る。同遺跡群内周辺で

は、昭和54・ 58年に県営住宅佐久市伊勢林

団地建設に係る蛇塚 B遺跡 IoⅡ の調査が

行われたほか、昭和59年 には株式会社サン

エス電気製作所の工場増設に関わる調査が

行われ、多くの遺構が調査されている。

今回、寿住宅株式会社による宅地造成事

業が行われることとなり、遺構の有無を確

認するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に幅1.5mの トレンチを南北方向

にH本、東西方向に 1本入れ、遺構の確認

を行った。その結果、竪穴住居址 4棟を確

(1:10,000)

認した。遺構の平面形は隅丸の方形及び長方形で、規模は最大のもので7× 4.5mである。時期は、

出土遺物から平安時代のものと考えられ、カマドは住居l■の北壁または南東隅に構築されている。

遺物は住居址確認面上から土師器 。須恵器片が出土した。

保護協議の結果、平成 6年度に発掘調査を実施することとなった。

蛇塚 B遺跡Ⅲ位置図

蛇塚 B遺跡Ⅲ調査地点近景 (東方から)

蛇塚 B遺跡Ⅲ遺構検出状況 (東方から)
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蛇塚 B遺跡Ⅲ遺構検出状況 (南東方から)

t775C1/2D④

蛇塚B遺跡Ⅲ調査全体区|(1:1,000)
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試掘調査

9

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

三千東遺跡群

寺濤遺跡 王

佐久市大字三塚 73-9

長野県土地開発公社

職員宿舎建設

平成 6年 7月 12日

面   市責 2,128nf                すい昼吻`・μ匡内 1ヽ1■υ,υυυノ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

寺添遺跡は三千束遺跡群内に所在し、標高約670m前後の千曲川によって形成された沖積地に

立地する。当遺跡周辺は大規模な圃場整備が終了し、水田となっている。

周辺の遺跡としては、市道遺跡・跡部町田遺跡 。三塚遺跡などが調査されている。各遺跡から

は、古墳時代中期・後期の住居l■がいずれも確認されており、付近は大規模な集落遺跡の可能性

を色濃く示している地域である。

調査の結果

開発対象地に幅約1.5mの トレンチを5本設定し調査を行った。その結果、重複が激しく正確な

実数は把握できなかったが、少なくとも20棟以上の竪穴住居址が確認された。

試掘調査の後、保護協議を行ったが設計変更は難しく記録保存のための発掘調査を行うことと

なった。

褐灰色土 (loYR6/1)

近代水田耕作土

赤褐色土 (25YR4/6)

水田床土

褐灰色土 (loYR6/1)

圃場整備前の水田耕作土

黄褐色土 (10YR5/8)

水田床土、Ⅱ層に比べうすい

黒褐色土 (loYR3/1)

黒色上の堆積で、砂・小石を少量含む

褐色土 (10YR4/6)

黒褐色土を含むシルト化 したローム土

礫層、人頭大の河原石・砂主体

寺添遺跡 I土層柱状図

-16-

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

寺添遺跡 I位置図 (1:10,000)



寺添遺跡 I調査地点近景 (東方から)

寺添遺跡 I調査全体図 (1:800)



試掘調査

10

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

鋳師屋遺跡群 1

佐久市大字小田井字下十二 591… 8。 10

山口藤吉郎

個人住宅

平成 6年 7月 27日

1,000m2

林 幸彦

立地と経過

鋳師屋遺跡群は佐久市の北端、小田井西屋敷を中心として、小諸市 。御代田町の 2市 1町に及

んでいる。標高は760m内外を測る。長野県営圃場整備時に佐久市前田・鋳師屋遺跡、小諸市鋳物

師屋遺跡、御代田町野火付 。前田・十二・根岸遺跡が発掘調査され、古墳時代から平安時代の竪

穴住居址446棟、掘立柱建物址431棟等が検出されている。遺物は多量の須恵器・土師器、埋葬馬

・馬頭軽石製品、「長倉□□」 。「大工」等の墨書土器が出土し、東山道の長倉駅や御牧の長倉

牧との関係が考究されている。さらに、上信越自動車道用地内が長野県埋蔵文化財センター佐久

調査事務所により、古墳時代から平安時代の竪穴住居址HO棟、掘立柱建物址81棟等が発掘調査さ

れ、古墳時代後期末から奈良時代初頭の居館も検出されている。

今回、山口藤吉郎

氏が住宅を建設する

ため試掘調査を実施

した。

調査の結果

東西 5本の トレン

チから遺構・遺物と

も検出されなかった。

試掘調査終了後に

埋め戻され、住宅が

建設された。

鋳師屋遺跡群 1位置図 (1:10,000)

鋳師屋遺跡群 1調査地点近景 (東方から)
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鋳師屋遺跡群 1調査地点近景 (東方から)
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御  代  [I] 町

鋳師屋遺跡群 1調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

11

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調査 期 間

面   積

調査担当者

上久保田向遺跡 5

佐久市大字岩村田 107-1他

佐久市 (区画整理課)

公園造成

平成 6年 8月 3～ 7日

5,760m2

森泉かよ子
上久保田向遺跡5位置図(1:10,000)

立地 と経過

上久保田向遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓の末端部に位置し、南西方向にのびる田切り地形

の台地上にあり、北側には長土呂遺跡群 。芝宮遺跡群、南側には岩村田遺跡群など有数な遺跡群

が展開している。この地域は上信越自動車道関係の発掘調査をはじめ佐久流通業務団地造成事業、

道路整備事業、その他民間開発等に伴う大規模な発掘調査が継続して行われている。田切りを隔

てた北側には、平成元年度から約90,000ぽの調査が行われている聖原遺跡があり、竪穴住居址約

930棟、掘立柱建物址約780棟にのぼる遺構が検出されている。本遺跡内においても平成元年度か

ら平成 6年度にかけて区画整理事業・民間開発に伴う上久保田向遺跡 I～ Ⅶの発掘調査が実施さ

れ、平安時代の竪穴住居址を中心とする多数の遺構が検出されている。

今回、佐久市区画整理課による佐久市都市計画岩村田北部第一土地区画整理事業の一部として

公園の造成が計画されたため、遺構の有無を確認することを目的として試掘調査を行った。

調査の結果

試掘調査の結果、平安時代の竪穴住居

址 1棟、溝状遺構 1条、性格不明遺構 1

基、ビットが検出された。調査区北西部

分は削平が行われ、東側は埋め土をして

公園が造成されるため竪穴住居址等は埋

土保存されることとなった。

保護協議の結果、溝の北西部と建物用

地にあたるピット地点は発掘調査を実施

することとなった。
上久保田向遺跡 5調査地点近景(西方から)

―-20-



上久保田向遺跡 5遺構検出状況(南方から)

上久保田向遺跡 5遺構検出状況 (北方から)

´

上久保田向遺跡 5調査全体図 (1:750)
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試掘調査

12 権現平遺跡 I

所 在 地 佐久市大字新子田。安原

開発主体者 セキスイハイム信州株式会社

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 6年 8月 9～ 26日

面   積 40,670ご

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

権現平遺跡は佐久市の東部に位置し、関伽流山より派生した一山麓に所在する。遺跡の西側に

は霞川が南流し、標高は700～ 710mを測る。遺跡の地形及び地質は山地を形成する黄色の粘土層

と浅間火山第一軽石流の堆積と浸食により複雑な様相を示すが、大きく概観すると南西に開けた

傾斜地である。

周辺の遺跡としては、調査されたものとして宿上屋敷遺跡 。光明寺遺跡など数例があるのみで

ある。また、遺跡北方500mに は式内社とされる英多神社と臨済宗の古刹である安養寺がある。

今回、遺跡内に宅地造成の計画がなされ、試掘調査を行うこととなった。

権現平遺跡 I位置図 (1:10,000)

権現平遺跡 I調査地点近景 (南方から) 権現平遺跡 I調査地点近景 (南方から)



調査の結果

開発対象地に幅約1.5mの トレンチを設定し調査を行った。その結果、標高710m内外の山裾部

分と調査区東佃1の斜面では遺構 。遺物ともに検出されなかった。南西に開けた傾斜面では縄文時

代前期から平安時代にいたる竪穴住居l■40棟以上、縄文時代と考えられる大型の円形土墳多数、

一部火床面を伴う小鍛冶などが確認され、それに伴う土器・石器も多量に検出された。また、低

地部分では石組を伴う井戸址や木片等が発見された。

試掘調査の後、三度の保護協議をおこなった結果、一部設計変更をしていただき削平部分と道

路部分及び盛土により遺構に影響がある部分のみ発掘調査をすることとなった。

ル
/1811ン

芦
'I

権現平遺跡 I調査全体図 (1:2,500)
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試掘調査

13

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

番屋前遺跡群 6

佐久市大字猿久保字番屋前 7

ゼビオ株式会社

店舗新築工事

平成 6年 8月 18日

4,183.26rnビ

小林 真寿

立地と経過

番屋前遺跡群は佐久市大字猿久保に所在 し、標高690m内外を測る。遺跡群内の北側には金比

羅塚古墳 。御経塚古墳が存在 し、遺跡群の東 1員 |は 田切 り地形が形成されている。

今回、ゼビオ株式会社による店舗の新築工事が行われることとなり、事前に試掘調査を実施し

た。

調査の結果

開発予定地の東端部分において、住居址と思われる 1辺 3mを 測る方形の落ち込みを2基確認

した。付近から平安時代の土師器の破片が 1片のみではあるが採取されており、おそらく同時代

の住居力Lと 考えられる。遺構が検出された箇所は駐車場部分にあたり、遺構は破壊されないため

埋土保存され、工事が実施された。

1鼈
二|よl:童

然

番屋前 i童跡群 6位 置図 (1:10,0()0)

番屋前遺跡祥 6 TR9内 住居山L(西 方か弓)

・
lll

t



l     :    1

(西方から)
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試掘調査

14

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

榛名平遺跡

佐久市大字根岸字榛名平

長野県土地開発公社

厚生年金福祉施設建設

平成 6年 8月 29。 30日

480厨

冨沢  一明

立地 と経過

榛名平遺跡は佐久市の西部に位置する。遺跡の地形は蓼科山麓から派生する一山麓の末端にあ

り、千曲川によって形成された,中積低地を見下ろす南東に傾斜した台地上にある。標高は680m内

クトを測る。

周辺の遺跡としては、西約400mの尾根上に瀧の峯古墳が、また北西約 l kmに は石附窯址群が存

在する。本遺跡は平成 5年度から大規模な発掘調査が行われており、今まで伝承のなかった中世

後期の所産と考えられる溝を巡らす館跡が検出されている。また縄文時代前期～平安時代に及ぶ

竪穴住居址100棟以上や中世後期と考えられる土墳墓・火葬墓も確認されている。

今回、厚生年金福祉施設建設に伴う道路建設が計画されたため、試掘調査を行うこととなった。

榛名平i童跡位置図

榛名平遺跡調査地点近景 (北方から) 榛名平遺跡調査地点近景 (東方から)

一-26-



調査の結果

開発対象地に幅約1.5mの トレンチを設定し調査を行った。その結果、調査地が遺跡の縁辺部に

あたり尚かつ北向きの谷部に当たることなどから、当初の予想に反し、平成 5年度調査に続く溝

状遺構 1本の検出にとどまり、遺物は検出されなかった。

試掘調査の結果を受け、協議の後、発掘調査を実施することとなった。
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榛名平遺跡調査全体図
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試掘調査

平賀中屋敷遺跡群

穐5囀蜃懃遺跡 菫

所 在 地 佐久市大字平賀字北耕地 5365-2

開発主体者 佐久建設事務所

開発事業名 交通安全事業に伴う歩道設置

調 査 期 間 平成 6年 9月 2日

面   積 277.17ビ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

本遺跡は、滑津川左岸の段丘上にあり弥生時代中期～平安時代の複合遺跡である。調査地点は、

標高687mを 測り、北側に緩く傾斜する地形である。

遺跡周辺には、古墳時代後期の大集落、約300棟が調査された樋村遺跡がある。

今回、佐久建設事務所が実施する県道香坂中込線の交通安全事業に伴い、幅 2mの歩道を設置

することになり試掘調査を行うこととなった。

調査の結果

開発対象地の中央に幅約1.5m、

長さ90mの トレンチを設定し調査を

行った結果、調査区北側では遺構・

遺物ともに確認されず、調査区南側

において住居址 1棟と完形の土師器

杯 1点が確認された。

試掘調査の後、保護協議を行った

結果、設計変更は難しく記録保存の

ための発掘調査を行うこととなった。

I層  褐灰色土 (10YR5/1) 耕作土

Ⅱ層 黒掲色土 (10YR3月 )

Ⅲ層 黄褐色土 (10YR5/8)遺 構IIIL認 面

Ⅳ層 暗褐色土 (10YR3/3)

中屋敷遺跡 I位置図 (1:10,000)

―-28-―

中屋敷遺跡 I土層柱状図
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中屋敷遺跡 I調査地点近景 (南方から)

中屋敷i量跡 Iト レンチ (南方から)

中屋敷遺跡 I出 土土器
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中屋敷遺跡 I調 査全体図 (1:1,000)



試掘調査

16

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

芝宮遺跡群 7

佐久市大字長土呂字上芝宮 788-1他

佐久市 (商工観光課 )

工場団地造成

平成 6年 9月 5日

1,937m2

森泉かよ子
芝官遺跡群7位置図(1:10,000)

立地 と経過

芝宮遺跡群は、浅問山の噴火により堆積した浅間第一軽石流の堆積地域であり、浸食作用によ

り発達した田切り地形の台地上に展開する。本調査地点は、この台地上に見られる小田切り内に

位置し、標高はほぼ南西に走る田切りの北側が726m、 南側が724m前後を測る。

今回、佐久市商工観光課により工場団地造成が計画され、田切りが埋め立てられることになっ

たため事前に試掘調査を行った。

調査の結果

調査対象地内に、南北方向に3本のトレンチを設定し遺構の確認を行ったが、遺構 。遺物とも

に検出されなかった。田切りは現状で約 3mほ どの高低差を持ち、重機により約 2m掘 り下げた

が底面は確認できなかった。試掘調査終了後、造成工事が行われた。

芝宮遺跡群 7調査地点近景 (西方から) 芝宮遺跡群 7調査地点近景 (西方から)



1層

2層

3層

4層

5層

6層

黒褐色土 (10YR3/2)

表土

黒褐色土 (10YR3/2)

φ05cm大 のパミス含む。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
ローム主体。

φO.5～ lcm大 のパミス多く含む。

暗褐色土 (10YR3/3)

φ05～ lcm大 のパミス多く含む。

黄橙色土 (10YR7/8)

地山の砂岩質土壌崩壊、しまりなし。

黒褐色土 (10YR3/2)

砂岩質ローム粒子 (10YR7/8)含 む。     ヽ

芝宮遺跡群 7Bト レンチ土層図 (1:150)

芝宮遺跡群 7Bト レンチ土層(西方から)

芝宮遺跡群 7調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

17 番屋前遺跡群 7

所 在 地 佐久市大字猿久保

字番屋前 853-4他

開発主体者 佐久建設事務所

開発事業名 緊急地方道路整備事業

調 査 期 間 平成 6年 9月 12日

面   積 11300耐

調査担当者 上原 学

立地と経過

番屋前遺跡群は湯川の左岸の台地上にあたる。標高は695m付近を測り、弥生時代～平安時代

の遺物が表面採取されている。

今回、佐久建設事務所による緊急地方道路整備が行われることとなり、試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に東西方向のトレンチを3本設定し、遺構の確認を行った。その結果、遺構 。遺物とも

に認められなかった。

番屋前遺跡群 7位置図 (1:10.ooo)
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番屋前遺跡群 7調査地点近景 (西 方から)

番屋前遺跡群 7調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

18 平・横根古墳群 1

所 在 地 佐久市大字上平尾 1904-1他

開発主体者 佐久市 (土木課)

開発事業名 木花佐久耶姫の森整備事業つつじ園路

調 査 期 間 平成 6年 9月 13～24日

面   積 13,986.92ぽ

調査担当者 林 幸彦

立地と経過

平古墳群は平尾富士の北西麓、湯川に向けてせり

出している小丘陵の基部にある。標高は809～ 840m

を測る。この小丘陵の裾野には横根古墳群や矢口古

墳群も所在する。この小丘陵の最高所にある平古墳

群の 2号墳は、佐久市志編纂事業古式古墳分布調査

の一環で昭和60年 に試掘調査され、古墳では

ないことが半J明 した。土師質土器が 1片出土

し、中 。近世の旗塚と考えられている。

今回、平古墳群・横根古墳群内で佐久市土

木課が市道 6-74号線 (木花佐久耶姫の森整

備事業つつじ園路)工事を計画したので、用

地内の詳細分布調査を行い径 6m、 高さ1.5m

程の小円墳状の遺構を発見した。この遺構の

性格を確認するため試掘調査を実施した。

調査の結果

石室等は検出されず古墳ではない。遺物は

縄文時代中期の土器 3片、石器 1点が出土し

た。遺構は南北7.4m、 東西6.6m、 高さ1.3mを

測り、中心部を径 lm、 深さ0。2m掘 り窪め 5

層に分層される盛土がなされていた。塚頂下

30cmに落ち込みがみられた。平古墳群 2号墳

と同様、平尾城に関連する旗塚と考えられる。

平・横根古墳群 1位置図(1:10,000)

平・横根古墳群 1調査地点近景 (北方から)

―-34-

平・横根古墳群 1調査地点近景 (東方から)



平・横根古墳群 1調査地点近景 (東方から)

平・横根古墳群 1土層図 (1:120)

゛
1

＼

平・横根古墳群 1調査全体図 (1:120)
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試掘調査

19

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調査 期 間

面   積

調査担当者

西赤座遺跡 8

佐久市大字岩村田3645-1他

学校法人 佐久学園

グランド・駐車場造成

平成 6年 10月 20日 ～H月 8日

4,229.29m2

林 幸彦

立地と経過

本遺跡は南北に長い微高地上に所在し、標高732～ 737mを 測る。遺跡のほぼ中央の市道用地か

らは古墳時代～平安時代の集落址が検出されている。低地を挟んだ北東の上信越自動車道用地内

の栗毛坂遺跡群からも、弥生・古墳時代～平安時代の集落址が調査されている。市道を隔てて西

佃1に隣接する西赤座遺跡 6は昨年度に

試掘調査が行われ、南北にのびる溝が

確認されている。

今回、学校法人佐久学園が佐久長聖

中学校の駐車場 。グランドを造成する

ことになり試掘調査を実施した。

調査の結果

36棟の竪穴住居址、 7棟の掘立柱建

物址、溝 4条、土坑、ビット群が検出

された。遺物は古墳時代～平安時代の

土師器 。須恵器が出土した。表土から

遺構確認面までの深さは、西側の駐車

場用地で30～ 60cm、 東側のグランド用

地で40～ 60cmであった。

試掘調査終了後、駐車場用地は現状

で、グランド用地は40～ 100cmの盛り

土をし造成がなされた。

グランド用地遺構検出状況 (北西方から)

西赤座遺跡 8位置図 (1:10.000)

西赤座遺跡 8
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西赤座遺跡 8駐車場用地近景 (南西方から) 西赤座遺跡 8駐車場用地遺構検出状況 (北西方から)

西赤座遺跡 8調査全体図 (1:750)
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西赤座遺跡 8グ ランド用地遺構検出状況 (北方から) 西赤座遺跡 8グ ラン

グランド用地遺構検出状況 (南方かし) 西赤座遺跡 8グ ラ

西赤座遺跡 8グ ランド用地遺構検出状況 (西方から) グランド用地遺構検出状況 (北西方から)

ド用地遺構検出状況 (西方から)

西赤座遺跡 8

西赤座遺跡 8

西赤座遺跡 8駐車場用地遺構検出状況 (東方から)
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西赤座遺跡 8駐車場用地遺構検出状況 (東方から)



試掘調査

20

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

常田居屋敷遺跡群 4

佐久市大字塚原字屋敷 335-1他

株式会社アメック

宅地造成

平成 6年 10月 31日 ～H月 2日

4,976m2

林 幸彦

立地と経過

常田居屋敷遺跡群は佐久市の北西隅に位置 し、標高は691mを測 り、弥生時代後期から平安時

代の遺物が確認されている。また、常田居屋敷遺跡群内には家地頭古墳群や大豆塚古墳群が存在

し、家地頭古墳群 1号墳が発掘調査されている。今回、株式会社アメックが宅地造成を計画した

ので試掘調査を実施 した。

調査の結果

対象地の北側中央は、小高い畑であ

り古墳の存在も考えられたが、塚原泥

流の残丘であった。その西側から竪穴

住居址が 3棟 と竪穴状遺構が 1基検出

された。南側には黒色土の堆積する帯

状の低地がみられた。遺物は弥生時代

中期後半・後期後半、古墳時代前期 。

後期の土器が出土 した。Hl・ 2号住

居址 (仮称)か らは弥生時代後期後半、

H3号住居址 (仮称)か ら弥生時代中

期後半、竪穴状遺構から古墳時代初頭

の土器が出土 した。

従来、本古墳群から以西は、古墳の

存在 しか知られていなかった。 1991・

1992年 に行われた藤塚遺跡Ⅱの発掘調

査で弥生時代後期終末から古墳時代前

(東方から)

常田居屋敷遺跡群 4位置図 (1:10,00o)

常田居屋敷遺跡群 4調査地点近景

常田居屋敷遺跡群 4遺構検出状況 (南方から)
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期の竪穴住居址 3棟が初めてであり、本試掘調査の結果も含めて、今後開発が頻繁になろうとし

ている地域だけに注視が必要である。

試掘調査終了後に lmの盛り土をし、宅地造成された。
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常田居屋敷遺跡群 4調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

21番屋前遺跡群 8

所 在 地 佐久市大字猿久保

字番屋前 7-6

開発主体者 株式会社江戸一

開発事業名 店舗増築

調 査 期 間 平成 6年 H月 6日

面   積 1,014.74ぽ

調査担当者 上原 学

立地と経過

番屋前遺跡群は佐久市大字猿久保に所在

し、湯川によつて形成された第二段丘面上

に位置する。標高は693m付近を測る。周囲

は平坦な台地が広がり、北側に隣接して猿

久保屋敷添遺跡、西に西吾妻遺跡などが存

在する。また北方には蛇行しながら流れる

湯川が認められ、番屋前遺跡群のほぼ中央

を南北方向に国道141バイパスが通過する。

調査対象地は、遺跡群の西端、国道141バイ

パス沿いに位置する。

今回、株式会社江戸一による店舗増築工

事が行われることとなり、遺構の有無を確

認するため試掘調査を行った。

調査の結果

店舗増築によって遺構の破壊が予想され

る地域について、幅 lmの トレンチを東西

方向に 1本入れ、遺構の確認を行った。そ

の結果、遺構 。遺物ともに確認できなかっ

た。

番屋前遺跡群 8位置図

番屋前遺跡群 8ト レンチ (西 方か ら)
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番屋前遺跡群 8調査地点近景 (西方から)

番屋前遺跡群 8調査地点近景 (西方から)

-44-

番屋前遺跡群 8調査全体図 (1:500)



試掘調査

22 平賀城跡 3

所 在 地 佐久市大字平賀字北谷津

4341-41L

開発主体者 東京電力株式会社

千曲川電力所

開発事業名 鉄塔建替工事

調 査 期 間 平成 6年 11月 7日

面   積 120.2ピ

調査担当者 上原 学

立地と経過

平賀城跡は佐久市大字平賀字北谷津に所在する。調査の対象となった地域は遺跡の北端、山の

南斜面上にあたり、標高は708～ 714m付近を測る。

今回、東京電力株式会社千曲川電力所による鉄塔建替工事が行われることとなり、遺構の有無

を確認するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査は、鉄塔建設予定地ニカ所に幅1.5mの トレンチを南北方向に3本、東西方向に 1本入れ、

遺構の確認を行った。その結果、遺構
。遺物の確認はできなかった。

平賀城跡 3位置図 (1:10,000)

(南方から) 平賀城跡 3調査地点近景 (東方から)平賀城跡 3調査地点近景
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平賀城跡 3調査地点近景 (東方から)

平賀城跡 3調 査全体図 (1:1.000)
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試掘調査

23

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

中原遺跡群 5

佐久市大字中込

字下原 3818-1

与志本林業株式会社

宅地造成

平成 6年 11月 9。 10日

2,514.38=2

上原 学

立地と経過

中原遺跡群は、佐久市大字中込字下原に所在し、標高685m付近を測る台地上に位置する。

今回、与志本林業株式会社による宅地造成が行われることとなり、遺構の存在を確認するため

試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に幅1.2mの トレンチを南北方向に9本入れ遺構の確認を行った。その結果、遺構・遺物

の確認はできなかった。試掘調査終了後、造成工事が行われた。

中原遺跡群 5調査地点近景 (北方かし)
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中原遺跡群 5調査地点近景 (南方から) 中原遺跡群 5ト レンチ (南方から)

Ｆ
卜

Ｅ

Ｆ

Ｉ…………
Ｌ

腫

ト

ト

世

Ｆ

卜

Ｌ

＝

目

目

目

目

目

目

目

目

圏

目

目

目

目

日

日

一

＝
目
田
目
目
目
田
目
目
日
目
目
国

t820-8 (,1/.1)

llt]{)-8 ( |/J)

1ri1),r8 { t/t) Q/l)

中原遺跡群 5調査全体図 (1:1.Oo())
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試掘調査

24

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

岩村田遺跡群11

佐久市大字岩村田 159-4

渡辺 春吉

貸店舗建設

平成 6年 H月 10日

1,018耐

林 幸彦

立地と経過

岩村田遺跡群は岩村田市街地の北半から仙禄湖東方に位置し、標高702～ 737mを測る。市街地

から県道佐久軽井沢線沿線は、上信越自動車道のインターチェンジ設置及び佐久市岩村田北部区

画整理事業により店舗等の建設が続いている。

今回、渡辺春吉氏が貸店舗を建設することになった。対象地は佐久市岩村田北部区画整理事業

に関わる盛り土の際に調査がなされていないため、試掘調査を実施した。

調査の結果

東西に2本のトレンチを設定し遺構の確認を行った。北側のトレンチは40cmの客土で 2面の近

現代の水田が確認された。その下部には砂層がみられた。南側のトレンチは lmの客土であった。

遺物の出土はなかった。試掘調査終了後、対象地の西端に店舗が建設された。

岩村田遺跡群H位置図 (1:10,000)

岩村田遺跡群 H調査地点近景 (西方から)
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Ⅱ層 水田耕土

Ш層 水田床土
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岩村田遺跡群 H調 査全体図 (1:750)

-50-



試掘調査

25

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

池端遺跡 I

佐久市大字新子田

字池端 。北畑

有限会社新栄開発

宅地造成

平成 6年 11月 14日

～12月 3日

19,845ピ

上原 学

池端遺跡は佐久市大字新子田字池端に所在し、

標高は701～ 706mを 測る。この付近は、以前から

池端城跡と呼ばれており、中世館跡の存在が考え

られていた地域である。また、平成 6年 10月 から

は北方に隣接する権現平遺跡の調査が行われてお

り、縄文時代から中世に至る多くの遺構が調査さ

れた。今回、有限会社新栄開発による宅地造成が

行われることとなり、遺構の有無を確認するため

試掘調査を行った。

調査の結果

調査区内に南北方向に17本、東西方向に18本の

トレンチを設定し遺構の確認を行った。その結果、

東傾112,000ご については遺構の存在は認められな

かったが、西側台地上面部分において遺構が確認

された。このため遺構分布把握のため遺構密集地

点のトレンチ拡張を行い、住居址10棟、土坑20基、

溝状遺構 2条 を確認した。遺物は縄文土器、土師

器、中世の土鍋などが出土した。試掘調査終了後

保護協議を行い、遺構が確認された西側台地部分

約6,000ぽ について発掘調査を行うこととなった。

池端遺跡 I位置図 (1:10,000)

池端遺跡 I調 査地点近景 (西方から)

池端遺跡 I調 査地点近景 (北方かい)
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池端遺跡 I調査地点近景 (東方から)

池端遺跡 I調査地点近景 (北方から)
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1層  黒掲色土 (10YR2/3)
(耕作土)

■層 暗掲色土 (10YR3/3)
パミス・ロームプロック含tl・

Ⅲ層 黄褐色土 (10Yも /6)
パミス含む

池端遺跡 I土層柱状図

池端遺跡 I出土土器実測図 (1:4)

池端遺跡 IH8(仮 称)出土土器
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池端遺跡 IH8(仮 称)出 土土器
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池端遺跡 I調査全体図 (1:800)
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試掘調査

26

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

上の城遺跡群 5

佐久市大字岩村田字西八日町 2157-1

大和ハウスエ業株式会社

共同住宅建設

平成 6年 H月 16～ 22日

面   積 1,154.27ぽ

調査担当者 林 幸彦
上の城遺跡群 5位置図 (1110,000)

立地と経過

本遺跡群は湯川右岸台地上にあり、標高701～ 709mを 波1る 。1973年 (昭和48年 )度 に国道141号

バイパス用地内、1983年 (昭和58年 )度 に住宅団地造成用地内が発掘調査され、弥生時代中期～

平安時代の大規模な集落址が確認され

ている。藤ケ崎城跡 (上の城)は、本

遺跡群の南東部にある。西に隣接する

弥生時代中期～平安時代の大規模遺跡

である一本柳遺跡群とは、現在 」R小

海線によつて東西に分離されているが

地形的には連続する遺跡群である。

今回、柳沢良三氏が共同住宅を建設

することになったため、遺構の状況を

把握するため試掘調査を実施 した。

調査の結果

対象地の北側の大半は、下水道工事

砕石置き場として使用された際の深い

掘削で攪乱され、このため遺物が多量

に出土 した。遺構は弥生時代中期後半

～平安時代の竪穴住居址が34棟 も検出

された。その多くは重複 していた。

試掘調査後40～ 50cm(確認面から90

cm)の盛 り土後共同住宅が建設された。
上の城遺跡群 5遺構検出状況 (東 方から)
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上の城遺跡群 5遺 構検出状況 (北方から)

上の城遺跡群 5調査地点近景 (東方から)

上の城遺跡群 5調 査全体図
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上の城遺跡群 5出土遺物実測図 (遺構名は仮称 )
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試掘調査

27

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積 894ぽ

調査担当者 森泉かよ子

立地と経過

鳴沢遺跡群 2

佐久市大字根々井字才ノ神 882-1

字東原 881-3

有限会社田園不動産

宅地造成

平成 6年 H月 25～ 28日

鳴沢遺跡群 2位置図(1:10,000)

本調査地は西流する湯川の右岸にあたり、標高685m内外で東側には谷が入り込む台地の縁辺

にあたる。この地点は浅間第一軽石流の堆積地域であり地表を覆っている。当地より東方には谷

を隔てて、弥生時代から平安時代を中心とした北西ノ久保遺跡がある。北西ノ久保遺跡は昭和57・

60年に発掘調査が行われ、158棟の竪穴住居址、19基の古墳などが検出された大遺跡である。ま

た南側は中世の根々井館跡の比定地でもある。

今回、有限会社田園不動産により宅地造成が行われることとなり、試掘調査を行った。

調査の結果

調査区内に7本のトレンチを設定し遺構の確認を行った。その結果、竪穴住居址18棟 と土坑10

基を検出したが、重複が激しく明確な遺構確認は困難であった。弥生時代中期から後期の土器を

中心に平安時代の土器も含めてテンバコに2箱出土した。耕作土から遺構確認面までは50～ 60cm

であり、保護協議の結果、表土より30cm以上の盛り土を行い造成工事を実施することとなった。

トレンチ遺構検出状況 (南方から)

轟

一渉

魃

飩

蛉
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I晴1 1ム 1褐色 LII(l()YR3/2)ll tt L

■11 1二 褐色LH(1()YR2/3)φ  lllll11の
バミス含む

Ⅲ時4 ‖「f褐色 L叫 (|()YR3/4)φ l｀ 5 Ⅲnの
パミスタく含む

Ⅳ喘 陽色上川 (10YR4/4)ψ l｀ 5muの パミス多く含む

鳴沢遺跡群 2土層柱状図・調査全体図 (1:750)
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第3ト レンチ遺構検出状況 (南方から) 第5ト レンチ遺構検出状況 (南方から)
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鳴沢遺跡群 2出 土土器実測図・拓影図 〈1〉 (1:4)
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第 7ト レンチ遺構検出状況 (南西方より)
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試掘調査

28

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

西大久保遺跡群 1

佐久市大字安原字東大久保 1271-1他

大字下平尾

佐久市 (土木課)

道路改良事業

平成 6年 H月 28日

589.07 rn‐

森泉かよ子

立地と経過

西大久保遺跡群は湯川の左岸、平尾富士の南麓に広がる

小平地上にあたる。標高は720m内外で、東側には谷が入り

込む台地の縁辺部に位置する。当遺跡群内では昭和61年 に

行われた西大久保遺跡の

発掘調査で、平安時代の

土器、打製石斧などが出

土 している。

今回、佐久市土木課に

より道路改良工事が行わ

れることになったため、

試掘調査を行った。

調査の結果

調査対象地に沿って ト

レンチを設定 し、遺構の

確認を行ったが、遺構・

遺物ともに検出されなか

った。

西大久保遺跡群 1ト レンチ (南方から)

層
　
　
層
　
　
層

Ⅳ層

黒褐色土 (loYR2/2)

耕作土

黒褐色土 (loYR2/2)

小石含む

暗褐色土 (loYR3/3)

褐色土 (1()YR4/4)

lpl移層φ5rlnlパ ミス含

責褐色土 (loYR5/8)

φ5n lllのパミス含

西大久保遺跡群 1土層柱状図

西大久保遺跡群 1位置図(1:10,000)

一-62-

西大久保遺跡群 1調査全体図(1:1,000)



試掘調査

29 栗毛坂遺跡群13

所 在 地 佐久市大字岩村田

字中曽根 25-1

開発主体者 小林登始衛

開発事業名 貸店舗建設

調 査 期 間 平成 6年 12月 5日

面   積 2,343ぽ

調査担当者 上原 学

立地と経過

栗毛坂遺跡群は佐久市大字岩村田に所在し、この地域特有の南北に長い田切り地形の台地上に

位置する。標高は742m付近を測る。

今回、小林登始衛氏により貸店舗建設が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘

調査を行った。

調査の結果

調査は東西方向に7本、南北方向に2本のトレンチを設定し遺構の確認を行った。その結果、

南北にのびる溝跡を 1条確認した。協議の結果、盛り土を行い工事が実施されることとなった。

は.議 :5,.:5

栗毛坂遺跡群 13遺構検出状況 (南西方から)

一-63-―



栗毛坂遺跡群13調査地点近景 (西方から) 栗毛坂遺跡群 13ト レンチ (南方から)

栗毛坂遺跡群 13調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

30

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

三千東遺跡群 1

佐久市大字三塚 2… 1、 75… 1

株式会社星野組

事務所 。倉庫建設

平成 7年 1月 9。 10日

984ピ

冨沢 一明

立地と経過

三千束遺跡群は、標高約670m前後の千曲川によつて形成された沖積地に立地する。当遺跡付

近では、市道遺跡・跡部町田遺跡 。三塚遺跡・寺添遺跡などが調査されている。各遺跡からは、

古墳時代中期・後期の住居址がいずれも確認されており、付近は大規模な集落遺跡の可能性を色

濃く示している地域である。

今回、株式会社星野組が事務所及び倉庫建設を計画したため、事前に試掘調査を行った。

調査の結果

開発対象地に3本のトレンチを設定し、試掘調査を行った。その結果、対象地西側で住居址が

三千東遺跡群 1位置図 (1:10,000)

三千束遺跡群 1調査地点近景 (西方から) 三千東遺跡群 1調査地点近景 (西方から)
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確認された。住居址は部分的に重複しており、正確な実数は把握困難であったが、少なくとも9

棟の住居址の存在が確認できた。また、東側で溝状遺構が 1条確認された。確認された住居址は、

採集された遺物より平安時代と古墳時代後期の所産と考えられる。

以上の結果をふまえ保護協議を行った結果、盛り上により遺跡を保護し、建物基礎部分の深さ

も遺跡に影響を及ぼさないよう工事変更となった

三千東遺跡群 1・ 寺添遺跡 I位置図 (1:5,000)

I層  掲灰色土 (10YR6■ )
近代水田耕作土

Ⅱ層 赤褐色土 (25YR4/6)
水田床土

Ⅲ層 褐灰色土 (10YR6/1)
圃場整備前の水田dll作 土

Ⅳ層 黄褐色土 (10YR5/8)
水田床土

饉 鷺色圭漑絆|し ,朽を
少量含むⅥ層 褐
:市 1帯響_ム層

三千東遺跡群 1土層柱状図 三千束遺跡群 1調査全体図 (1:1,000)

三千東遺跡群 1出 土土器実測図 (1:4)
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試掘調査

31

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

中反遺跡群 2

佐久市大字瀬戸 1892-1

柳沢 士行

共同住宅建設

平成 7年 1月 27日

1,043rピ

冨沢 一明 I層

Ⅱ層

Ⅲ層

盛土

砂層

黄色シル ト層

立地と経過

中反遺跡群は、佐久市大字瀬戸に所在する平安時代の遺跡

で、志賀川左岸に形成された段丘上に位置する。

今回、柳沢士行氏による共同住宅建設にあたり試掘調査を

行った。

調査の結果

開発対象地に2本のトレンチを設定し調査を行ったが、遺構 遺物ともに確認されなかった。

中反遺跡群 2位置図 (1110,000)

中反遺跡群 2調査地点近景 (西方から)

中反遺跡群 2ト レンチ (東方から) 中反遺跡群 2調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

32

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

下蟹沢遺跡 1

佐久市大字長土呂字下蟹沢 251-1他

大字岩村田字蟹沢端 1066他

株式会社平成不動産

店舗建設

平成 7年 2月 14日

5,175.20nご

羽毛田卓也
下蟹沢 i量跡 1位置図 (1:10,000)

立地と経過

下蟹沢遺跡は長土呂の田切り低地に所在する弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡である。

今回の試掘調査地点は遺跡の東端、標高71lmの微高地南西緩斜面に位置する。

今回、株式会社平成不動産が店舗を建設することとなったため試掘調査を実施した。

調査の結果

店舗および駐車場部分は現地表面に2mの盛り土をするため、遺構の破壊が懸念される浄化槽

工事部分を中心にトレンチを掘削した。その結果、30cmほ どの厚みの表土 (水田耕作土)の下よ

り、追分火砕流の 2次堆積層が検出された。さらに70cmほ ど下げたがまだ下方に続いているよう

だつた。これ以上下

方には工事が達 しな

いため掘削を中止 し

た。数層に分けられ

る火砕流 2次堆積層

をその都度精査 した

が、遺構・遺物とも

に検出されなかった。

下蟹沢遺跡 1調査地点近景 (南方から)
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下蟹沢遺跡 1ト レンチ (南方から) 下蟹沢遺跡 1土層 (西方から)

下蟹沢 i童跡 1調査全体図 (1:2,000)
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試掘調査

33

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

西大久保遺跡群 2

佐久市大字上平尾

佐久建設事務所

県単高速道関連道路改良

平成 7年 2月 20日

面   積 750ボ

調査担当者 上原 学

立地と経過

西大久保遺跡群は佐久市大字上平尾

に所在 し、標高730mを 測る。 調査区

は湯川によって形成された第 2段丘面

の西端にあたり、西方向には南北方向

に流れる湯川を見下ろすことができる。

付近には西宮古墳 。潰石古墳の他、横

根古墳群といった多くの古墳が点在す

る。また、昭和61年度には市道平根南

北線建設工事事業に伴い、西大久保遺

跡の発掘調査が行われている。

今回、佐久建設事務所による道路整

備が行われることとなり、遺構の有無

を確認するため トレンチによる試掘調

査を行った。

調査の結果

道路拡張部に沿って幅90cmの トレン

チを南北方向に 5本入れ、遺構の確認

を行った。その結果、遺構・遺物の存

在は認められなかった。

西大久保遺跡群 2位 置図 (1:10,000)

西大久保遺跡群 2調査地点近景 (南方から)

西大久保遺跡群 2調 査地点近景 (北 方から )
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西大久保遺跡群 2調査全体図 (1:1,000)



試掘調査

34

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

龍子田遺跡 1

佐久市大字塚原字龍子田 632

株式会社佐久総合

事務所建設

平成 7年 2月 24日

2,431m2

上原 学

積面

調査担当者

立地と経過

龍子田遺跡は佐久市大字塚原字龍子田に所在し、標高684mを測る平坦な台地上に位置する。

付近には多くの古墳が存在し、調査対象地も小高い墳丘状を示しており、古墳の可能性が十分考

えられた。

今回、株式会社佐久総合による事務所建設工事が行われることとなり、遺構の存在を確認する

ため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区内に幅1.5mの トレンチを南北方向に3本、東西方向に6本入れ遺構の確認を行った。そ

の結果、この墳丘状のものは周辺にもよく見られる浅間山の噴火に伴う赤岩の固まりであること

が確認できたほか、今回の調査では遺構 。遺物の存在は認められなかった。

/1′   、  ヽ .1■  ■1賠 下間 て鏃

龍子田遺跡 1位置図 (1:10,000)

龍子田遺跡 1遠景 (南方から)
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龍子田遺跡 1調 査地点近景 (南方から)

龍子田遺跡 1調査全体図 (1:1,000)



試掘調査

鸞鵞

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

長土呂遺跡群

れ朦之腱財

佐久市大字岩村田字上聖端 149-1

株式会社アメニテイーズ

パチンコ店 。映画館・レストラン建設

平成 7年 2月 27日 ～3月 2日

3,400nピ

森泉かよ子

立地と経過

長土呂遺跡群は佐久市の北部、浅間曲南麓の末端部に位置し、御代田方面から南西方向にのび

る田切り地形に挟まれた台地上にあり、この台地上には東から栗毛坂遺跡群 。枇杷坂遺跡群 。長

土呂遺跡群・芝宮遺跡群・周防畑遺跡群 。近津遺跡群・岩村EEl遺跡群などが展開しており、佐久

市でも有数な遺跡群が密集している地域である。聖原遺跡Xは長土呂遺跡群のほぼ中央部に位置

し、標高は738m付近を測る。 この地域は止信越自動車道関係の発掘調査をはじめ佐久流通業務

団地造成事業、道路整備事業、区画整理事業、その他民間開発等に伴う大規模な発掘調査が継続

して行われている地域である。本遺跡の東側には隣接して上聖端遺跡、平成元年度から約90,000

♂の発掘調査が行われている聖原遺跡があり、検出された遺構の総数は竪穴住居Jll_約 930棟、掘

立柱建物址約780棟 にのぼる。 また、田切りを隔てた南側の西曽根遺跡 I～ Ⅲ、上久保田向遺跡

I～Ⅶ、曽根新城遺跡 I～ Ⅵでは、平成元年度から平成 6年度にかけて区画整理事業・民間開発

に伴う発掘調査が実施され、平安時代の竪穴住居址を中心とする多数の遺構が検出されている。

今回、株式会社アメニティーズによリパチンコ店 。映画館・レストランの建設が計画されたた

め、進入路・駐車場用地について試掘調査を行うこととなった。

調査の結果

調査区内に南北方向に 7本のトレンチを設定し、重機により表土を剥いで精査した。第 1ト レ

ンチ地点は進入路として道路工事される地点である。古墳時代から平安時代の竪穴住居址 7棟、

掘立柱建物J」L6棟、土坑 1基、溝状遺構が検出された。遺構の破壊が予想されるため発掘調査を

行うこととなった。第 2～第7ト レンチ地点は駐車場用地である。古墳時代から平安時代の竪穴

住居址 6棟、掘立柱建物址 4棟、土坑 3基、溝状遺構、ビットを検出した。駐車場用地は遺構確

認面まで70cmほ どあり、盛り上をして埋土保存することとなった。

聖原遺跡 X位置図(1:10,000)



トレンチ遺構検出状況 (北方から)

第 2・ 第 3ト レンチ (南方から )

第 5・ 第 6ト レンチ (南 方から )
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聖原遺跡 X調査全体図

♀            (l i4)           1♀ C nl

＼

＼

＼ ___11[lttlラ
フ

1ト レ

I層  暗褐色土 (loY R 3/3)

Ⅱ層 褐色土 (loY R 4/4)

Ⅲ層 灰黄褐色土 (loY R 5/2)

Ⅳ層 黒褐色土 (loY R 2/2)

V層  黒褐色土 (loY R 2/3)

Ⅵ層 暗褐色土 (loY R 3/3)

聖原遺跡 X出 土土器実測図 (1:4)

耕作土

サラサラした砂質、細かい緻密土。

サラサラした砂質、細かい緻密土。

サラサラした土、まれに径 5 mm大 のパ ミス含む。

サラサラした土、パ ミス含む。

ローム粒子・パミス多く含む。

遺構検出面

聖原遺跡 X土層
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試掘調査

36

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

戸屋敷遺跡楷

佐久市大字安原字戸屋敷 1028-8

小島 房太

宅地造成

平成 7年 3月 2日

2,522コピ

冨沢 一明

立地と経過

戸屋敷遺跡群は、浅間火山の第一軽石流に覆われた標高715mの 台地上に所在する。周辺の地

形は北よりのびる舌状台地を呈し、小規模な谷部は水田として利用されている。台地と谷部の標

高差は10mを測る。周辺の遺跡としては、蛇塚B遺跡 。安原大塚古墳 。燕城跡などがある。

今回、小島房太氏による宅地造成に伴い試掘調査を行った。

調査の結果

開発対象地内に5本のトレンチを設定し調査を行った。

その結果、調査区中央部では土取りのため、すでに遺構確認面まで肖J平が行われていたが、調

査区南側において幅 2mの東西に走る溝状遺構 1条を確認した。溝状遺構の南側には、円形土墳

が 3基確認された。表面で採取された遺物は中世の時期を示すものであったが、遺構の所産時期

に結びつくかは不明である。

また、調査区西側中央部では深さ2mほ どの埋没谷    m l

が検出されたが、遺物は認められなかった。

試掘調査の後、保護協議を行った結果、遺構に影響

を及ぼさないように盛り土をして工事を行うよう設計

変更がなされ、遺構は破壊されず埋め戻しを行った。

I層  盛土

E層  1日耕作土

Ⅲ層 黒色土
(10YR2/1)

Ⅳ層 黒褐色土
(10YR3/1)

V層 浅黄橙色土
(10YR8/3)

戸屋敷遺跡群 2位置図 (1:10,000)

戸屋敷遺跡群 2土層柱状図



戸屋敷遺跡群 2調査地点近景 (南方から)

戸屋敷遺跡群 2調査全体図 (1:1,000)
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試掘調査

37

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

芝

　
一
日
同 山遺跡Ⅱ

宮遺跡群

佐久市大字長土呂字下高山717-1他

佐久市土地開発公社

宅地造成

平成 7年 3月 6～ 9日

3,000m2

三石 宗一

高山遺跡Ⅱは、田切り地形にはさまれた台地上に

展開する芝宮遺跡群の西端部に位置し、標高は719m

前後を測る。

今回、佐久市土地開発公社により宅地造成事業が

計画されたため試掘調査を実施した。

調査の結果

調査対象地内に8本のトレンチを設定し、遺構の

確認を行った。その結果、竪穴住居址 5棟が検出さ

れたため、発掘調査を実施することとなった。

高山遺跡Ⅱ位置図 (1:10,000)

高山遺跡Ⅱ調査地点近景 (北方から)

高山遺跡Ⅱ調査全体図 (1:1,000)
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立会い調査

38 中道遺跡 2

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字前山字中道

長野県

県営住宅建設

平成 6年 4月 4日

12,173.58ポ

林 幸彦

107-8

立地と経過

中道遺跡は、片貝川の右岸

にあって、標高は668m内外を

測る。1971年 (昭和46年 )度

に発掘調査され古墳時代～平

安時代の竪穴住居J■が 6棟検

出され、和同開称や三彩陶器

が出土している。1991年 (平

成 3年 )度には、県道沿いが

立ち会い調査されているが、

遺構 。遺物は検出されていな

い 。

調査の結果

県営住宅基礎部分の掘

削時に立ち会ったが、遺

構・遺物は検出されなか

った。表土 (水田 。旧住

宅基礎)下 30cmに は、円

礫を多量に含む砂礫層が

みられ、観察できた表土

下 170cmよ り下方に続 く。

中道遺跡 2調査全体図 (1:2,500)

中道遺跡 2位置図 (1:10,000)

中道遺跡 2調査地点近景 (南方から)
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立会い調査

39 上小平遺跡20棧敷遺跡3

所 在 地 佐久市大字安原

開発主体者 佐久建設事務所

開発事業名 県道拡幅

調 査 期 間 平成 6年 5月 23日

面   積 110ご

調査担当者 森泉かよ子

立地と経過

本調査地は、浅間山の噴火により堆積し

た浅間第一軽石流の堆積地域であり、北に

湯川が南西流する。標高は724m付近を測る。

また、今回の調査地点の南側には棧敷古墳

が存在する。

今回、昨年に引き続き佐久建設事務所が

県道草越・豊昇・佐久線を拡幅することに

なり、立会い調査を実施した。

調査の結果

表土削平時に立会ったが、遺構 。遺物と

もに検出されなかった。

上小平遺跡 2・ 棧敷遺跡 3位置図 (1:10、 000)

上小平遺跡 2・ 棧敷遺跡 3調査地点近景 (東方から)

上小平遺跡 2・ 棧敷遺跡 3調査全体図 (1:1,000)
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立会い調査

40

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

枇杷坂遺跡群

上久保田向遺跡 6

佐久市大字岩村田字上久保田向

215-2・ 5。 6

株式会社平和不動産

宅地造成

平成 6年 9月 21日

291ご

三石 宗一

立地と経過

上久保田向遺跡は佐久市の北部、浅間山南

麓の末端部に位置し、南西方向にのびる田切

り地形の台地上にある。この地域は、昭和61

年度に長野県埋蔵文化財センターによって行

われた上信越自動車道関係の発掘調査をはじ

めとして、区画整理事業、佐久流通業務団地

造成事業、その他民間開発等に伴う大規模な

発掘調査が継続して行われている地域である。

本遺跡内においても上久保田向遺跡 I～ Ⅶの

調査が平成元年度から6年度にかけて行われ、

平安時代の竪穴住居址を中心とする多数の遺

構が検出されている。

今回、株式会社平和不動産による宅地造成

に伴い、立会い調査を実施した。

調査の結果

建物基礎部分の削平の際に立ち会ったが、

遺構・遺物ともに検出されなかった。

上久保田向遺跡 6位置図 (1:10.ooo)

上久保田向遺跡 6調査地点近景 (南方から)

上久保田向遺跡 6調査全体図 (1:1,ooo)
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立会い調査

41 -本柳遺跡群 6

所 在 地 佐久市大字岩村田字西一本柳 2293-3

開発主体者 ナコー開発株式会社

開発事業名 宅地造成

調査 期 間 平成 6年 H月 31日

面   積 1,659ぽ

調査担当者 林 幸彦

立地と経過

本遺跡群は湯川の右岸の台地上にあり、標

高689～ 700mを 測る。1968年 (昭和43年 )の

一本柳住宅団地造成以来宅地化が進んでいる。

記録保存調査された遺跡は、東一本柳遺跡、

北一本柳遺跡、東一本柳古墳、西一本柳遺跡

IoⅡ ・Ⅲがあり、弥生時代中期 。後期、古

墳時代中期 。後期、奈良 。平安時代、中世の

遺構が数多く検出されている。

今回、ナコー開発株式会社が宅地造成を計

画した地点は、1991年 (平成 3年 )。 1992年

(平成 4年 )に岩村田高校グランド・器具庫

建設に際し、試掘調査・

発掘調査を実施した東隣に

ある。

調査の結果

盛り土が表土より50～ 60

cmな された後、基礎工事が

実施された。表土より遺構

確認面まで40～ 60cmを測る

ため、遺構の露呈はみられ

なかった。

一本柳遺跡群 6位置図 (1:10,000)

一本柳遺跡群 6調査全体図 (1:1,000)

一本柳遺跡群 6調査地点近景 (東方から)
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立会い調査

42 中久保田遺跡 1

所 在 地 佐久市大字岩村田

16街区 1・ 2・ 3号

開発主体者 北信米油株式会社

開発事業名 給油取扱所建設

調 査 期 間 平成 6年 12月 7日

面   積 1,943耐

調査担当者 上原 学

立地と経過

中久保田遺跡は佐久市大字岩村田に所在し、

南北方向に発達した田切り地形の台地上に位置

する。標高は718～ 740mを 測る。付近は平成 5

年に開通した上信越自動車道佐久インター開設

に伴い、アクセス道沿線は多くの開発が相次い

で行われている。

今回の事業もその一つであり、北信米油株式

会社による給油取扱所 (ガソリンスタンド)建

設工事が行われることとなり、遺構の有無を確

認するため試掘調査を行った。

調査の結果

ガソリンスタンドの建設に伴い、遺構の破壊

が予想される部分に幅1.2mの トレンチを東西方

向に2本、南北方向に 5本入れ、遺構の確認を

行った。その結果、以前建てられていたと思わ

れる建造物の基礎跡から土師器片を数点確認し

たものの、周辺からはこれに伴うと思われる遺

構の確認はできなかった。

中久保田遺跡 1位置図 (1:10,000)

中久保田遺跡 1調査地点近景 (南方から)

中久保田遺跡 1調査地点近景 (西方から)



中久保田遺跡 1調査地点近景 (西方から)

中久保田遺跡 1調査全体図 (1:1,000)



立会い調査

43 中金井遺跡群 3

所 在 地 佐久市大字小田井 865-1他

開発主体者 佐久建設事務所

開発事業名 道路改良工事

調 査 期 間 平成 7年 2月 6日

面   積 146.24ボ

調査担当者 上原 学

立地と経過

中金井遺跡群は佐久市大字小田井に所在し、標高734～ 780mを測る。周辺はこの地域特有の田

切り地形が南北方向に発達しており、谷に挟まれた台地上には芝宮遺跡群 。長土呂遺跡群・跡坂

遺跡群など多くの遺跡群が存在している。本遺跡群内では小田井工場団地造成事業・市道改良事

業に伴い、荒田 。上金井遺跡 (昭和62年度)、 金井城跡 (昭和63年度、平成元 。4年度)の発掘

調査が約80、 000ボ にわたって行われている。

今回、佐久建設事務所による主要地方道佐久 。軽井沢線に関わる道路整備工事が行われること

となり、遺構の有無を確認するため立会い調査を行った。

調査の結果

調査地域に南北方向のトレンチを入れ、遺構の確認を行った。その結果、遺構 。遺物ともに確

認できなかった。

ヽ
ヽ

中金井 i豊跡群 3位 置図 (1:10,()00)

中金井遺跡群 3調査地点近景 (東方から) 中金井遺跡群 3調 査地点近景 (南方から)
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中金井遺跡群 3調査全体図 (1:500)
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立会い調査

44 周防畑遺跡群 5

所 在 地 佐久市大字長土呂字入高山 970-6

開発主体者 株式会社ウエルス トンエクロス

開発事業名 工場増築

調 査 期 間 平成 7年 2月 20日

面   積 96.3ピ

調査担当者 羽毛田卓也

立地と経過

周防畑遺跡群は長土呂の田切り台地上に所在する、弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡

である。今回の立ち会い調査地点は遺跡群のほぼ中央の台地南端、標高722mの微高地緩斜面に

位置する。

今回、株式会社ウエルストンエクロスが工場を増築することとなったため立ち会い調査を実施

した。

調査の結果

基礎工事の際に立ち会ったが、遺構 。遺物

ともに検出されなかった。

∬
一
一
Ｆ

周防畑遺跡群 5位置図 (1:10,000)

周防畑遺跡群 5調査地点近景 (南方から) 周防畑遺跡群 5調 査全体図 (1:1,500)
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1994年度 (平成 6年度)市内遺跡発掘調査一覧表

遺跡名 開発主体者 所在地 開発事業名 開発面積 (ぽ ) 保護措置 調査期間 担当者

高師澤I遺跡群 2 市学校教育課 新子田 学校改築 31,19900 試掘 三石

上久保田向遺跡Ⅶ 市区画整理課 岩村田 道路改良工事 試掘 森泉

寺畑遺跡 I
市都市計画課

市土木課
猿久保 道路改良工事

3,07400
試掘 上原

常田居屋敷遺跡群2 竹花忠雄 塚  原 貸店舗建設 試掘

常田居屋敷遺跡群3 mア メック 塚  原 宅地造成 試掘 上原

富の上遺跡群 2 市土地開発公社 根々井 宅地造成 2,704.00 試掘 上原

北西ノ久保遺跡 1 学校法人佐久学園 岩村田 ゴルフ練習場建設 試掘 上原

蛇塚 B遺跡Ⅲ 寿住宅い 新子田 宅地造成 3,204.00 試掘 上原

寺添遺跡 I 県土地開発公社 三  塚 職員宿舎建設 2,12800 試掘 冨沢

鋳師屋遺跡群 1 山口藤吉郎 小田井 lEl人住宅 試掘 林

上久保田向遣跡 5 市区画整理課 岩村田 公園造成 5,76000 試掘 森泉

権現平遺跡 I セキスイハイム信州榊 新子田 宅地造成 試掘 8.9～ 26 富沢

番屋前遺跡群 6 ゼビオ(榊 猿久保 店舗建設 4,18326 試掘 小林

榛名平遺跡 県土地開発公社 根  岸 厚生年金施設建設 48000 試掘 829・ 30 富沢

中屋敷遺跡 I 佐久建設事務所 平 賀 交通安全事業 試掘 冨沢

芝宮遺跡群 7 市商工観光課 長土呂 工場団地造成 1,937.00 試掘 森 泉

番屋前遺跡群 7 佐久建設事務所 猿久保 道路改良工事 1,30000 試掘 上原

平・横根古墳群 1 市土木課 上平尾 道路改良工事 13.98692 試掘

西赤座遺跡 8 学校法人佐久学園 岩ll田 グランド・駐車場造成 試掘 10.20～ H8 林

常田居屋敷遣跡群4 (榊アメック 塚  原 宅地造成 試掘 1031～ H2 林

番屋前遺跡群 8 閉江戸一 猿久保 店舗増築 試掘 上原

平賀城跡 3
東京電力0
千曲川電力所

平 賀 鉄塔建替 試掘 上原

中原遺跡群 5 与志本林業い 中 込 宅地造成 2,51438 試掘 上原

岩村田遺跡群H 渡辺春吉 岩村田 貸店舗建設 1,01800 試掘 林

池端遺跡 I 0新栄開発 新子田 畑地造成 19,84500 試掘 上原

上の城遺跡群 5 大和ハウスエ業0 岩村田 共同住宅建設 試掘 林

鳴沢遺跡群 2 ω 田園不動産 根々井 宅地造成 試掘 森泉

西大久保遺跡群 1 市土木課 安原・下平尾 道路改良工事 試掘 森泉

栗毛坂遺跡群 13 小林登始衛 岩村田 貸店舗建設 2,34300 試掘 上原

三千束遺跡群 1 帥星野組 三  塚 事務所・倉庫建設 試掘 冨沢

中反遺跡群 2 lll沢士行 瀬  戸 共同住宅建設 1,043.00 試掘 冨沢

下蟹沢遺跡 1 ③平成不動産 長土呂・岩村田 店舗建設 試掘 羽毛田

西大久保遺跡群 2 佐久建設事務所 上平尾 道路改良工事 75000 試掘 上原

龍子田遺跡 1 い佐久総合 塚  原 事務所建設 試掘 上原

聖原遺跡 X (N+)7 -t ::7 4 - A 岩村田 パチンコ 映画館建設 試掘 森泉

戸屋敷遺跡群 2 小島房太 安 原 宅地造成 試掘 32 富沢

高山遺跡 Ⅱ 市土地開発公社 長土呂 宅地造成 3,00000 試掘 36～ 9 三石

中道遺跡 2 長野県 前  山 県営住宅建設 12,17358 立会 林

上小平遺跡2・棧敷遺跡 佐久建設事務所 安  原 県道拡幅 11000 立会 森泉

上久保田向遺跡 6 的平和不動産 岩村田 宅地造成 29100 立会 三石

一本柳遺跡群 6 ナコー開発い 岩村田 宅地造成 立会 林

中久保田遺跡 l 北信米

'由

m 岩村田 給油取扱所建設 立会 上 原

中金井造跡群 3 佐久建設事務所 小田井 道路改良工事 立会 上原

周防畑遺跡群 5 徽ウエルストンエクロス 長土昌 工場増築 立会 羽毛田
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付図 1994年 度市内遺跡発掘調査位置図 (1:50,000)
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